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あ
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10 月下旬、読み聞かせの活動
を行うサークル「有明文庫」が
遊びに来てくれた。あそばせ隊
の活動を行う中で、横のつなが
りも増え、心強さも増した。

市民活動の新たな拠点として昨年10月にオープンした「くる
りん広場」。34の市民団体、６個人が登録する「わの会」が、
市とパートナーシップ協定を結び管理運営を行っています。
オープンして１年余り。手応えはどうでしょうか。わの会会長
の今泉さんと事務局長の磯野さんに話を聞きました。

市
民
活
動
の
新
た
な
拠
点

「
く
る
り
ん
広
場
」

「無理なく楽しく」と抱負を話す安達さん。

インタビューその２
Interview

――市民活動センターを市民が
管理するのは珍しいそうですね。
今泉　利用者である市民団体が
市とパートナーシップ協定を結び
管理しているのは、国内でも少
ないと思います。
磯野　ユニークですよね。日直
や清掃などの管理のほか、各部
会に分かれての運営企画を行う
など、利用者ですがお客さまで

はない立場です。これがあるから
面倒という考えもありますが、「貸
していただきます」という感じに
ならないのはメリット。自分たち
の物を保管できるスペースがあっ
たり、事務所の窓口にもなった
り、使い勝手も良いです。
――行政のサービスとの違いは？
今泉　行政が大きな場を提供
することも大切ですが、市民
がやった方が小回りの利く部
分があると思います。行政と
の協働は、区（自治会）が大
きな存在ですが、目的型の市
民活動もこの場で育てばいい
なと思います。
磯野　行政には公平性という
縛りがあって、個性的な展開

――市民活動センター「くるりん
広場」はどんな場ですか。
今泉　まずは市民団体の「活
動の場」ですね。わの会の登
録団体が会議などの活動に
使っています。それと「情報
発信の場」。各団体の活動情報、
行政資料が閲覧できます。ま
た、月に１回程度、「くるりん
広場講座」を開いたり、隔月
の情報誌「くるりんニュース」
を発行したりしています。
磯野　市民の「交流の場」に
もしていきたいですよね。１
階と２階にあるフリースペー
スは20席入る会議机があって、
予約なしで利用できます。わ
の会の登録がなくても打ち合
わせなど利用でき、おすすめ
です。

が難しいという宿命があると
思います。その点、ここは自分た
ちがやろうと思えばできる。そう
いう意味で多彩な公益的活動の
一面を見ることができます。
――最後に抱負を一言。
今泉　まちづくりに情熱がある人
が「ここに来れば何とかなる」
という場になるのが理想です。
磯野　こういう場があることを多
くの人に知ってもらいたいです。
気軽に足を運んでください。

「場」を求めて
特集
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わの会事務局長　

磯野　康子 さん
NPO法人「あづみ野風土舎」代表。
団体を通じて、地域・風土に根ざ
した教育・環境保全・文化活動を
行っている。

穂高総合支所の西隣に位置する

わの会会長　

今泉　一 さん
安曇野ブランドデザイン会議の市
民活動センタープロジェクト情報
部会の部会長を経て、平成 20 年
7月、会長に就任。


